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金
原
恭
子
先
生
が
令
和
五
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
千
葉
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
昭
和
五
七
年
三
月
に
東
京
大
学
法
学
部
第
一
類
を
卒
業
後
、
同
学
部
第
三
類
に
学
士
入
学
し
、
翌
昭
和
五
八
年
三
月
に

卒
業
、
昭
和
六
〇
年
三
月
に
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
し
、
平
成
四
年
三
月
に
同
研
究
科
博
士
課
程

を
単
位
取
得
満
期
退
学
後
、
平
成
六
年
二
月
に
博
士
（
法
学
）（
東
京
大
学
）
の
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
生
は
、
平
成
六
年
四
月
に
千
葉
大
学
法
経
学
部
助
教
授
に
着
任
さ
れ
ま
す
。
平
成
一
三
年
四
月
に
同
学
部
教
授
に
昇

任
し
、
平
成
一
六
年
四
月
に
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
が
設
置
さ
れ
る
と
同
研
究
科
教
授
に
配
置
換
え
と
な
り
、
平
成
二
九
年
四
月

に
同
研
究
科
が
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
に
改
組
さ
れ
る
と
同
研
究
院
教
授
に
配
置
換
え
と
な
り
、
そ
の
六
年
後
の
令
和
五
年
三
月

末
日
で
定
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
に
お
い
て
、
先
生
は
初
の
女
性
助
教
授
・
教
授
で
あ
り
、
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

り
続
け
た
存
在
で
す
。

先
生
は
、
英
米
法
学
の
研
究
者
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
憲
法
学
研
究
の
押
し
も
押
さ
れ
も
し
な
い
第
一
人
者
で
あ

り
ま
す
。
先
生
の
ご
研
究
は
、
純
理
論
的
な
も
の
か
ら
、
現
在
進
行
形
の
政
治
的
事
象
に
つ
い
て
の
提
言
ま
で
、
非
常
に
幅
広
い
も

献
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の
で
す
が
、
以
下
で
は
こ
れ
を
純
理
論
的
研
究
、
実
践
的
研
究
、
翻
訳
、
の
三
つ
に
分
け
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
一
に
、
純
理
論
的
研
究
と
し
て
は
、
先
生
は
、
と
り
わ
け
、
宗
教
と
国
家
と
の
関
係
に
お
け
る
憲
法
問
題
を
専
門
と
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
分
野
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
一
般
に
は
、
宗
教
に
対
す
る
無
関
心
・
無
理
解
か
ら
看
過
さ
れ
が
ち
な
領
域
で
あ
り
ま
す
が
、

先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
宗
教
判
例
に
着
目
し
、
そ
の
解
釈
が
一
義
的
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
学
界
に

新
風
を
吹
き
込
む
こ
と
に
成
功
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
と
し
て
「
教
会
内
紛
へ
の
司
法
介
入
」
の
問
題
を
正
面
か

ら
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
わ
が
国
に
紹
介
し
た
こ
と
は
、
先
生
の
学
問
上
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
学
界
の
趨
勢
の

分
水
嶺
と
な
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
で
も
な
お
、
こ
の
分
野
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
揺
る
ぎ
な
い
地

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
実
践
的
研
究
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
法�

の
政�

治�

に
対
す
る
優
越
的
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
の
分
析
手

法
に
先
生
の
達
眼
が
表
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
手
法
の
面
目
躍
如
と
な
っ
た
の
が
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
訴
え
に
端
を
発
す
る
大
統
領
弾
劾
に
つ
い
て
の
報
告
書
「
大
統
領
と
弾
劾：

米
国
に
お
け
る
法
と
政
治
と
の
交
錯
」

（
平
成
一
二
年
）
で
あ
り
、
こ
の
報
告
書
は
学
界
の
耳
目
を
集
め
ま
し
た
。

第
三
に
、
翻
訳
は
、
英
米
法
に
限
ら
ず
、
外
国
法
研
究
者
の
重
要
な
任
務
で
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
こ
の
分
野
に
お
け
る
ご
功
績

は
、
や
は
り
人
後
に
落
ち
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
先
生
の
珠
玉
の
翻
訳
群
の
中
で
も
、
そ
の
学
者
的
膂
力
が
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
て
い
る
作
品
が
、
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
サ
ン
デ
ル
『
民
主
制
の
不
満：

公
共
哲
学
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
（
上
）』（
平
成
二
二
年
）

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
哲
学
者
に
よ
る
憲
法
研
究
の
翻
訳
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
当
時
、
原
著
者
の
授

業
の
様
子
が
「
サ
ン
デ
ル
教
授
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
白
熱
教
室
」
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
で
放
送
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
先
生
の
翻
訳

書
も
一
世
を
風
靡
し
、
洛
陽
の
紙
価
を
高
め
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
先
生
の
永
年
の
研
究
業
績
を
、
理
論
、
実
践
お
よ
び
翻
訳
、
と
い
う
三
つ
の
分
野
に
整
理
し
て
通
覧
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
き
、
あ
た
か
も
、
若
か
り
し
大
学
院
生
時
代
か
ら
こ
の
ご
定
年
を
目
標
に
終
始
一
貫
や
り
通
し
て
来
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
見

え
る
の
に
は
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
先
生
の
ご
研
究
は
、
学
界
に
お
い
て
厚
い
信
頼
を
得

て
い
る
の
だ
と
改
め
て
納
得
す
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
先
生
は
、
教
育
に
も
研
究
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
熱
意
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
千
葉
大
学
の
法
経
学
部
、
法
政
経
学
部
、

大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
お
よ
び
社
会
科
学
研
究
科
に
お
い
て
「
英
米
法
」、「
英
米
法
演
習
」、「
法
律
英
語
」
な
ど
を
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
外
国
法
の
中
で
も
最
重
要
の
「
英
米
法
」
の
専
門
家
が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
生
の
ご
在
職
中
、
千
葉
大
の
大
学
と
し

て
の
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
り
、
本
学
卒
業
生
が
公
務
員
、
民
間
企
業
、
法
曹
界
、
学
界
な
ど
実
に
様
々
な
進
路
を
選
択
す

る
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
先
生
の
存
在
の
お
蔭
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
平
成
七
年
以
降
、
ほ
ぼ
毎
年
計
二
六
回
に
わ
た
り
、
国
際
的
法
律
業
務
で
活
動
中
の
実
務
家
講
師
を
招
い
た
英

米
法
特
別
講
義
を
開
催
し
、
学
部
生
・
大
学
院
生
に
対
し
、
将
来
の
進
路
選
択
の
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
直

接
の
縁
故
形
成
に
尽
く
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は
、「
主
要
著
作
目
録
」
の
「
講
演
会
」
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

先
生
が
課
外
に
お
い
て
も
、
女
子
会
や
食
事
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
学
生
を
実
に
き
め
細
か
く
扱
い
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
同

僚
と
し
て
こ
れ
を
横
目
で
見
て
い
た
私
ど
も
に
は
真
似
の
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
献
身
ぶ
り
に
驚
嘆
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
先
生
は
、
教
育
そ
れ
自
体
に
加
え
、
教
育
行
政
に
お
い
て
も
、
八
面
六
臂
の
活
躍
を
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
平
成
一

五
年
度
に
法
経
学
部
に
法
科
大
学
院
設
置
準
備
委
員
会
の
前
身
で
あ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
け
ら
れ
た
際
、
そ
の
座
長
に
就

任
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
経
験
を
生
か
し
、
法
科
大
学
院
設
置
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。「
仮
に
金
原
先
生
が
千
葉

大
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
け
れ
ば
、
千
葉
大
に
は
法
科
大
学
院
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
今
日
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り

金原恭子先生を送る
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ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
五
年
四
月
か
ら
大
学
院
専
門
法
務
研
究
科
長
、
平
成
二
九
年
四
月
か
ら
評
議
員
兼
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院

副
研
究
院
長
、
平
成
三
一
年
四
月
か
ら
同
研
究
院
長
兼
法
政
経
学
部
長
を
そ
れ
ぞ
れ
二
年
間
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
会
議

に
お
い
て
先
生
が
議
長
役
を
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
時
間
管
理
は
常
に
完
璧
で
出
席
者
の
襟
を
正
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
社

会
科
学
研
究
院
お
よ
び
法
政
経
学
部
が
コ
ロ
ナ
禍
の
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
同
窓
会
を
再
建
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
の
二
点
は
、
先
生
以
外
の
者
で
は
到
底
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
先
生
は
、
全
学
レ
ベ
ル
で
の
学
内
行
政
に
お
い
て
も
、
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
平
成
二
六
年
四
月
か
ら
七
年
間
、
千
葉

大
学
経
営
協
議
会
学
内
委
員
を
務
め
た
後
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
二
年
間
、
女
性
と
し
て
初
め
て
千
葉
大
学
理
事
に
任
命
さ
れ
、
運

営
基
盤
・
情
報
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
先
生
は
、
学
外
に
お
い
て
も
学
界
の
発
展
や
社
会
貢
献
に
尽
力
を
惜
し
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
米
法
学
会
理
事
、
同

学
会
機
関
紙
編
集
委
員
、
比
較
法
学
会
監
事
、
千
葉
県
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
委
員
、
千
葉
県
労
働
委
員
会
公
益
委
員
、
公
益
財
団

法
人
末
延
財
団
理
事
は
、
先
生
が
歴
任
さ
れ
た
も
の
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
、
先
生
の
大
学
教
授
と
し
て
の
ご
業
績
を
、
研
究
、
教
育
、
行
政
、
学
外
貢
献
に
分
け
て
振
り
返
る
と
き
、
そ
の
一
つ

一
つ
が
充
実
し
、
ま
た
全
体
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
た
れ
て
い
る
こ
と
に
、
大
学
教
授
の
あ
り
方
の
理
想
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
り
わ
け
、
先
生
が
創
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
専
門
法
務
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
が
間
も
な
く
二
〇
周
年
を
迎
え
る

頃
に
、
先
生
が
千
葉
大
学
を
去
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
黄
金
時
代
の
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
出
来
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
年
少
の
同
僚
に
対
し
て
も
、
先
生
は
、
大
学
教
授
と
し
て
の
範
を
垂
れ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
研
究
振
り
を

観
察
さ
れ
た
う
え
で
賞
賛
と
激
励
を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
と
同
僚
で
い
る
幸
せ
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
私
た

ち
は
、
こ
こ
に
先
生
の
退
職
記
念
論
文
集
を
編
み
、
―
―
学
生
時
代
の
後
輩
の
田
中
（
民
法
）
と
隣
接
分
野
を
専
門
と
す
る
川
瀬
（
法
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哲
学
）
が
こ
の
献
呈
の
辞
を
執
筆
し
―
―
こ
れ
を
先
生
に
対
す
る
感
謝
と
敬
慕
の
寸
志
と
し
て
お
届
け
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
生
の
ご
退
職
を
幾
重
に
も
お
祝
い
し
、
ま
た
、
先
生
の
ご
加
餐
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
私
た
ち
に
完
爾

と
し
て
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

金原恭子先生を送る
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